
【職業実践専門課程認定後の公表様式】  

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

化粧品総括製造 販売責任者 ① 46人 46人

人 有機溶剤作業主任者 ② 40人 37人

人 アロマテラピー検定１級 ③ 37人 34人

人 日本化粧品検定１級 ③ 51人 32人

％

％

（令和 4

名 3.9 ％

（令和5年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

令和4年4月1日時点において、在学者103名（令和4年4月1日入学者を含む）

令和5年3月31日時点において、在学者99名（令和5年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

持病の治療、進路変更、学校生活への不適合、中途採用による就職　等

目的を失わないための導入教育の実施、個別面談の実施、保護者との連携、精神的サポートを行うスチューデントサポートセンターの活用

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

化粧品関連企業 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

4

■その他

・現在のアルバイト継続を希望　1名
・進学希望　1名

年度卒業者に関する

就職等の
状況※２

■就職指導内容（令和4年度卒業生実績）

学内での企業説明会の実施、履歴書指導、面接指導、模擬試験

■卒業者数　　　　　　　　： 46

■就職希望者数　　　　　： 44

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

■就職率　　　　　　　   　： 100

令和5年5月1日 時点の情報）

■就職者数　　　　　　　　： 44

■卒業者に占める就職者の割合： 95.6

1つの学期ごとに全科目Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｓの評価を得た者は、
必要時間数取得者となり、学校長が適当と認めた者は進級
することができる。また、卒業時までに全科目を履修し、各
学年において必要時間数を取得し、学校長が適当と認めた
者は卒業となる。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 研究所見学
工場見学
展示会見学長期欠席者への指導等の対応、カウンセリング、3者面談

個別にプログラムを立て対応する。
■サークル活動： 無

長期休み
卒業・進級

条件

■学年始め：　4月 1日
■夏　　季　：　7月21日～8月31日
■冬　　季　：12月21日～1月　9日
■春　　季　：　3月12日～4月　7日
■学 年 末 ：　3月31日

成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

学年末、各学期末、各科目の開講後に行う定期試験（論
文、レポートなどを含む）、平素の学習状況（小テスト、中間
試験、臨時試験等を含む）、出席状況の3要素で総合的に勘
案し評価する。評価はA～Fの6段階評価とし、D以上を合格
とする。教育効果、科目特性を考慮し、S（合格）、U（不合
格）の合否のみで評価を行う場合がある。

80人 93人 1人 2人 24人 26人

学期制度
■前期： 4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

― ―

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2010時間 765時間 255時間 990時間

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 化粧品総合学科
平成7年文部大臣

告示第７号
―

学科の目的 化粧品総合学科は、化粧品業界で顧客のニーズに対応し、新しい化粧品を提案・開発・製造することのできる力を持った職業人を養成する。

03-5878-3311

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦
〒134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号

（電話）

東京医薬看護専門学校 昭和58年12月23日 須田　英明
〒134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号

（電話） 03-3688-6161

（別紙様式４）

令和5年6月30日

（前回公表年月日：令和4年6月13日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度    ：特待生試験に合格した者は、20万円または5万円の免除
兄弟姉妹免除：入学予定の方の兄弟・姉妹・保護者の方が滋慶学園グループ校に在籍または卒業している場合、初年度の学費より10万円
を免除
卒業生免除　 ：入学生本人が滋慶学園グループを卒業している場合、入学金の10万円を免除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象外

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）
特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構、平成26年4月、http://www.tcm.ac.jp/school/third_party/

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL: http://www.tcm.ac.jp
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③
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③　熊野　楓 山脇歯科医院　歯科衛生士　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

澁谷　和俊

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）治田　寛之 千葉県言語聴覚士会　　理事

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）丸林　彩子 埼玉医科大学総合医療センター 主任　視能訓練士

三浦　國男 一般社団法人　千葉県臨床工学技士会　監事　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

近藤　敏哉 医療法人鉄蕉会　亀田総合病院　医療技術部　ME室　副室長　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

東邦大学医学部　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

高添　真吾 医療法人社団武蔵野会 TMG宗岡中央病院リハビリテーション科主任 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

根本　秀樹 江戸川区歯科医師会　副会長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

大嶋　宏美 宇田川歯科医院　チーフ　歯科衛生士

矢田　綾香

東京視覚障害者生活支援センター　所長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

IMSグループ　医療法人財団明理会　行徳総合病院 医事課　係長　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

常盤　純子 東京医薬看護専門学校　視能訓練士科　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

露無　陽子 東京医薬看護専門学校　視能訓練士科1年制　

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

日本チェーンドラッグストア協会 ﾍﾙｽ・ｱﾝﾄﾞ・ﾋﾞｭｰﾃｨｰｹｱ　人材育成ｾﾝﾀｰ事務局長

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）飯田 将一 中央エアゾール化学株式会社　研究開発室　課長

池田　昭 ノーベルファーマ株式会社 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

長岡　雄一

一般社団法人　日本化粧品検定協会　顧問 令和3年4月1日～令和5年3月31日(2年）

渡邉　香里

古島　昭博 学校法人滋慶学園　常務理事 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

須田　英明 東京医薬看護専門学校　学校長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

鈴木　崇洋 東京医薬看護専門学校　臨床工学技士科　学科長

東京医薬看護専門学校　視能訓練士科・視能訓練士科1年制　リーダー 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

塚山　大成 東京医薬看護専門学校　視能訓練士科・視能訓練士科1年制　学科長

阿部　健 東京医薬看護専門学校　教務部長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

持田　和夫 東京医薬看護専門学校　くすり総合学科 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

一宮　賴子 東京医薬看護専門学校　副校長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

小川　昭久 学校法人滋慶学園　運営本部長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

教育課程の編成において、必要となる最新の知識、技術を反映するため、企業・業界団体等の意見を活かし、教育課程の
改善並びに改訂を定期的に実施することを目的とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は、教育課程を決定する「理事会」の直下に位置付けられ、教育課程編成委員会で出された意見
は、理事会において審議され、教育課程へ反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和5年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

令和5年4月1日～令和7年3月31日(2年）

大野　光宣 東京医薬看護専門学校　化粧品総合学科　ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾘｰﾀﾞｰ 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

小泉　恭野 東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科・IT医療事務総合学科・医療事務専科　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

島滝　美奈子 東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科・IT医療事務総合学科・医療事務専科　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

東京医薬看護専門学校　化粧品総合学科　学科長

篠田　美和 東京医薬看護専門学校　事務局長 令和5年4月1日～令和7年3月31日(2年）

仁村　将大 東京医薬看護専門学校　教務部長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

大山　遥 東京医薬看護専門学校　教務部長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科・IT医療事務総合学科・医療事務専科　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

内藤　修治 東京医薬看護専門学校　言語聴覚士科・言語聴覚士科2年制　学科長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

沖山　貴仁 (株)MCCマネジメント　営業企画本部　オンラインビジネス部　オンラインビジネス課 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

篠原　陽子

令和5年4月1日～令和7年3月31日(2年）

鈴木　まゆ

鹿沼　亮

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

藤崎　隆行 東京医薬看護専門学校　救急救命士科　学科長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

東京医薬看護専門学校　歯科衛生士科・歯科衛生士科Ⅱ部　学科長 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

石本　良之 医療秘書教育全国協議会　事務局長

田中　美月



（２）研修等の実績（令和４年度）

①専攻分野における実務に関する研修等

教員の授業内容や授業手法、クラス運営方法等を改善向上するため、またマネジメント能力を含む指導力向上のために
行う。研修は個々の現場経験や教育経験、また学園在籍期間等を考慮し、それぞれの対象に応じた到達目標を設定し、
研修方法や評価指標を的確に定めて実施する。

化粧品企業　　化粧品原料企業

ヘアケア製品開発実習

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

業界講師の指導の下、テーマを持って化粧品の研究、開
発を通し、応用的な知識、技術について学ぶと共に１つの
製品を作り上げる。最終的には、業界も招待した発表会で
プレゼンを行う。

科　目　概　要 連　携　企　業　等

第1回　令和5年 7月24日　10:00～12:00

本学科では、「化粧品業界の現場で、顧客のニーズに対応し、新しい化粧品を提案・開発・製造することのできる力を持っ
た職業人になる」ことを養成目的としている。化粧品開発等の実習、演習を実施するにあたり、原料会社からの原料の供
与、新規原料の紹介等を通し企業連携による、商品開発を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

業界講師の指導の下、ヘアケア製品の処方や製造法を実
習で修得し、また製造管理や品質管理の方法も学ぶ。

化粧品企業　　化粧品原料企業

原料の説明及び供与、処方開発、商品開発におけるアドバイス及び共同研究

（３）具体的な連携

化粧品研究開発製造実習Ⅰ・Ⅱ

令和4年4月　スキンケア業界研究セミナー
令和4年6月　ヘアケア業界研究セミナーおよび実習
令和4年6月、7月　原料メーカーセミナー

第2回　令和5年 12月1日　10:00～12:00

2回開催 2回開催（予定）

第2回　令和4年12月5日　10：00～12：00

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

化粧品企業　　化粧品原料企業

企業連携商品開発演習

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

科　目　名

（令和5年度）

②指導力の修得・向上のための研修等

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

カリキュラムの改善案について意見をいただき、次年度カリキュラムに反映させることで、より現実的なものとなるようにし
ている。具体的には、授業の内容や開講時期の見直し等を図り、また、業界のトピックス的なお話を授業へ盛り込むなどを
実施している。

（令和4年度）

第1回　令和4年 7月22日　10:00～12:00

スキンケア製品開発実習
業界講師の指導の下、スキンケア製品の処方や製造方法
を実習で修得し、また製造管理や品質管理の方法も学ぶ。

業界講師の指導の下、テーマに従って化粧品の研究、開
発の流れについて習得する。

化粧品企業　　化粧品原料企業

化粧品企業　　化粧品原料企業

メイクアップ製品開発実習

・通信教育　一般社団法人 日本プライバシー認証機構
・通信教育　株式会社Findアクティブラーナー

業界講師の指導の下、メイクアップ製品の処方や製造方法
を実習で修得し、また製造管理や品質管理の方法も学ぶ。



種別

高等学校代表

地域代表

卒業生代表

保護者代表

URL：　https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html         　　公表時期：　令和5年6月30日

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

令和5年4月1日～令和7年3月31日(2年）

拓植大学紅陵高等学校　

室岡　孝二 江戸川区学校歯科医会 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　　）

　（５）就職指導・生活支援・経済的支援

　（11）国際交流・留学生

（３）学校関係者評価結果の活用状況

江戸川区葛西仲町町会

森　章

業界代表

令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

古川　哲也 医療法人柏葉会柏戸病院 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

手塚　平 株式会社粘土科学研究所　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

嶋本　智明 株式会社コクミン　 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

大塚　めぐみ 本校歯科衛生士科在校生　保護者 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）

一般社団法人TMG本部 令和4年4月1日～令和6年3月31日(2年）橋本　敦

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

　（２）運営方針・事業計画・システム

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（２）学校運営

鈴木　信良

　（３）教育目標・カリキュラム体系・成績評価・資格取得

自己点検・評価結果について学校職員以外の関係者による評価を行うため、各校に学校関係者評価委員会を設置する。
学校関係者評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め、学校の利害関係者の学校運営への理解促進
や連携協力による学校運営の改善を目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目的・育成人材像

（４）学修成果 　（４）就職率・資格取得率・社会的評価

医療法人社団同愛会病院　

名　前

加藤　亮

（９）法令等の遵守 　（９）法令遵守・個人情報保護・自己点検・自己評価

　（８）予算・収支計画・情報公開

（３）教育活動

（６）教育環境 　（６）施設設備・学外実習・安全管理

①専攻分野における実務に関する研修等

令和5年4月　スキンケア業界研究セミナー
令和5年6月　ヘアケア業界研究セミナーおよび現場見学
令和5年6月、7月　原料メーカーセミナー
令和5年12月　原料メーカー、商社による特別講演
令和6年1月　原料、素材、トレンドセミナー

（５）学生支援

　（１）教育理念・目的・育成人材像

②指導力の修得・向上のための研修等

令和4年4月　FDミクロレベル研修
令和4年6月　FDミクロレベルフォローアップ研修
令和4年9月　カウンセリング研修
通信教育　一般社団法人 日本プライバシー認証機構
通信教育　株式会社Findアクティブラーナー

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（３）研修等の計画（令和5年度）

（１）学校関係者評価の基本方針

所　　　属

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（１０）社会貢献・地域貢献 　（10）社会貢献・地域貢献・ボランティア活動

（１１）国際交流

（７）学生の募集と受入れ 　（７）募集活動・入学選考・学納金

（８）財務

任期

学校関係者評価委員会で得た評価に基づき、校内の自己点検委員会で次年度の重点項目について見当を行う。検討し
た事項について令和6年1月の運営会議に諮り、2月下旬までに次年度の重点項目を決定し、事業計画に反映させ次年度
の学校運営を行っていく。

令和5年5月1日現在



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校の教育活動の取り組みについて社会に対する説明責任を果たすとともに、構成で透明性の高い運営を推進し、教育
活動の室の向上や社会全体からの信頼の獲得に資することを目的とする。

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（５）学生支援 　（５）就職指導・生活支援・経済的支援

（６）教育環境 　（６）施設設備

（７）学生の受入れ募集 　（７）募集活動・入学選考

（２）学校運営 　（２）運営方針・事業計画・システム

（３）教育活動 　（３）教育目標・育成人材像・カリキュラム体系

（４）学修成果

（１）教育理念・目標 　（１）教育理念・目標

　（４）就職率・資格取得率・経済的支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL：　https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html

（８）財務 　（８）予算・収支計画

（９）法令等の遵守 　（９）法令遵守・個人情報保護・自己点検・自己評価

（１０）社会貢献・地域貢献 　（10）社会貢献・地域貢献・ボランティア

（１１）国際交流 　（11）国際交流・留学生
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○
導入研修Ⅰ

Introductory Training Ⅰ
学生生活を送る上で必要な習慣を学ぶ。将
来の目標となるプロの姿を知る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
導入研修Ⅱ

Introductory Training Ⅱ
学生生活を送る上で必要な習慣を学ぶ。将
来の目標となるプロの姿を知る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
プロ養成講座

Career Development
自分の目標を見定め、有意義な学生生活を
送るための習慣を持てるようにする。

1
前

30 1 ○ ○ ○ 　

○
コンピュータⅠ

【Word】
ComputerⅠ

専門分野の学習を進める上で、コンピュー
タを効率的に使用するための基礎を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ 　 ○

○
コンピュータⅡ

【Excel】
Computer Ⅱ

コンピュータを効率的に使用するための基
礎からファイルやフォルダの管理方法、画
像の取り込み方法について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
就職対策講座Ⅰ

Job Search Preparation Ⅰ
就職活動をするための行動規範を磨く。履
歴書、自己ＰＲの作成、企業研究をする。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
化学Ⅰ

【化粧品のための化学】
ChemistryⅠ

化粧品開発で必要な基本となる化学記号か
ら化学反応などについて学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
化学Ⅱ

【化粧品のための化学】
ChemistryⅡ

化粧品開発で必要な高分子化合物、有機化
合物などについて学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
有機化学

【化粧品原料の構造】
Organic　Chemistry

化粧品原料を深く学ぶために必要な有機化
合物について学ぶ。

1
後

15 2 ○ ○ ○

○
機器分析化学

Equipment Analytical Chemistry
化粧品を分析する上で必要な化学的機器分
析法について学ぶ。

1
後

15 2 ○ ○ ○

○
化粧品原料化学

Study of Cosmetics Materials
化粧品の製品に含まれる原材料について学
ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
機能性原料化学

Functional Material Chemistry
化粧品の処方開発をする上で必要な様々な
機能を持つ原料について学ぶ。

1
後

15 2 ○ ○ ○

○
香粧品化学

【化粧品の基礎】
Chemistry of Cosmetics

化粧品・香粧品全般の知識と取扱法を学
ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
調香化学

【香水の化学】
Chemistry of Perfume

化粧品に香りを付ける上で必要な香料の知
識・技術を学ぶとともに、調香を行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
微生物学

【Microbiology】
化粧品における殺菌、消毒、微生物検査な
ど微生物についての必要な知識を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
国際教育語学講座

Foreign Language for
Overseas Study

海外研修の際に必要とされる外国語の会話
および化粧品の用語などについて学ぶ。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
国際教育講座
【海外研修】
Overseas Study

海外の化粧品会社、教育機関などでの国際
交流を通じ、業界の国際的な動向などを学
ぶ。

1
後

30 1 　 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程 化粧品総合学科）令和4年度生

分類
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次
・
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期
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○
皮膚科学

【皮膚のつくりと化粧品】
Dermatology

皮膚の構造や特性、化粧品が皮膚や人体に
与える影響と反応機構を理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
化粧品基礎実習

Cosmetics Development Training

化粧品における処方の成り立ちや各成分の
働き、配合目的などを理解し、化粧品を試
作する。

1
前

60 1 　 ○ ○ ○

○
化粧品基礎技術実習(生物）
Cosmetic Basics Practice

(Biology)

化粧品開発で必要となる基本的な生物学実
験の手法を身に付ける。

1
前

30 2 　 ○ ○ ○

○
化粧品基礎技術実習(化学）
Cosmetic Basics Practice

(Chemistry)

実験器具、機器の基本的な取扱い方から化
粧品分析に必要な化学分析法を学ぶ。

1
前

30 2 　 ○ ○ ○

○
化粧品基礎技術実習(微生物）
Cosmetic Basics Practice

(Microbiology)

化粧品の品質分析で必要な顕微鏡の使い方
から微生物の取扱い、培養技術までを身に
付ける。

1
前

30 2 　 ○ ○ ○

○
スキンケア製品開発実習

Skin Care Product Development
Practical

スキンケア製品の処方、製造法を実習で習
得し、製造管理や品質管理の方法も学ぶと
ともに処方の作成を学ぶ。

1
通

## 2 　 ○ ○ ○ ○

○
メイクアップ製品開発実習

Cosmetics Product Development
Practical

メイクアップ製品の処方、製造方法を実習
で習得し、製造管理や品質管理の方法も学
ぶとともに処方の作成を学ぶ。

1
後

## 2 　 ○ ○ ○ ○

○
ヘアケア製品開発実習

Hair Care Product Development
Practical

ヘアケア製品の処方、製造方法を実習で習
得し、製造管理や品質管理の方法も学ぶと
ともに処方の作成を学ぶ。

1
後

## 2 　 ○ ○ ○ ○

○
メイクアップ演習

Makeup

メイクアップ化粧品のアイテム別の使用目
的と使用方法を知るとともに、メイクアッ
プについて学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ 　  

　 ○
有機溶剤作業主任者

Organic Solvent Operations Chief
Examination Preparation

化粧品製造現場で有機溶剤を使用する為に
必要な有機溶剤作業主任者の資格取得を目
指す。

1
後

15 2 ○ ○ ○

○
色彩検定対策講座Ⅰ

Color Coordination Test
Preparation Ⅰ

化粧品開発で必要な感性を磨く為、色彩検
定3級の資格取得を目指す。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
化粧品検定講座

Cosmetice License Preparation
日本化粧品検定1級の資格取得を目指す。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
滋慶選択

Jikei Elective Subjects

滋慶学園グループの系列校にある滋慶選択
科目から選択受講し、＋αの知識を身に付
ける。

2
前

15 2 ○ 　 ○ ○ ○

○
就職対策講座Ⅱ

Job Search Preparation Ⅱ
内定を獲得するための行動規範を磨く。面
接、筆記試験対策を行う。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
就職対策講座Ⅲ

Job Search Preparation　Ⅲ
内定を獲得するための行動規範を磨く。
入社後の社会人としての行動規範を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
コンピュータⅢ
【Power Point】

Computer Ⅲ

プレゼンテーションスキルに必要な図形・
表・写真の取り込みを学び、プレゼンテー
ション資料の作成を学ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ 　 　 ○

○
コンピュータⅣ

【プレゼンテーション】
Computer Ⅳ

専門分野で必要となるパワーポイントでの
プレゼンテーションを、理論立てて行うた
めの資料作成を学ぶ。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
英語

English
化粧品業界で必要な専門的な英語を身に付
ける。

2
前

30 1 ○ ○ ○
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○
専門英語

Professional English
英語でのプレゼンテーションに必要な英語
力を身に付ける。

2
後

15 4 ○ ○ ○

○
香料化学

【香りの化学】
Aromatic Chemistry

香りについての化学的な知識、化粧品香料
を学ぶ。
ﾌﾚｰﾊﾞｰ・ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ検定受験(希望者)

2
後

30 4 ○ ○ ○

○
界面コロイド化学

【化粧品の乳化のための化学】
Surface & Colloidal Chemistry

処方開発における乳化の基本であるコロイ
ド化学について学ぶ。

2
前

30 4 ○ ○ ○

○
化粧品の安全性

Cosmetic　Safety
化粧品を開発・製造する上で必要な安全性
について学ぶ。

2
後

15 2 ○ ○ ○

○
化粧品マーケティング
Cosmetics Marketing

市場に求められる化粧品のマーケティング
の理論や方法を身に付ける。

2
前

30 4 ○ ○ ○

○

医薬品医療機器等法
【化粧品に関する法律】

Pharmaceutical and Medical
Device Act

化粧品の開発、製造、商品化販売のために
必要な関連法規について学ぶ。

2
前

30 4 ○ ○ ○

○
医薬部外品論
Quasi-drug

医薬部外品の定義や指定成分等についてお
よびその処方について学ぶ。

2
後

30 8 ○ ○ ○

○
化粧品分析実習

Cosmetics Analysis Practical
化粧品開発現場で必要とされる品質管理に
関わる分析法について学ぶ。

2
前

## 4 ○ ○ ○

○ 　
化粧品研究開発製造実習Ⅰ

【卒業研究Ⅰ】
Thesis ProjectⅠ

自ら計画を立てたテーマについて化粧品の
処方開発と製造の研究を行う。

2
前

## 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
化粧品研究開発製造実習Ⅱ

【卒業研究Ⅱ】
Thesis ProjectⅡ

化粧品を作り上げるとともに、研究の発
表、論文の作成を行う。

2
後

## 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
企業連携商品開発演習

Cosmetic Product Development
Practice

化粧品を作る為に必要な企画・処方開発か
ら商品製造までの流れを実際に行う。

2
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
色彩検定対策講座Ⅱ

Color Coordination Test
Preparation Ⅱ

化粧品開発で必要な感性を磨く為、色彩検
定2級の資格取得を目指す。

2
前

30 3 ○ ○ ○

○ 　
アロマテラピー検定対策講座
【Preparation of Aroma

Certificate】

アロマテラピー検定1級の資格合格を目指す
とともに、アロマ製品を作成する。

2
通

45 2 ○ ○ ○

○
化粧品成分検定講座

Cosmetic Ingredient License
Preparation

化粧品成分検定の資格取得を目指す。
2
後

15 1 ○ ○ ○

　50科目 　 2040時間（103単位）

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

当該学年に取得すべき科目を全て履修し、評価認定をされたものが進級できる。
2010時間を履修し、評価認定されたものが卒業できる。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合


